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々伯部神社おやまの神事

はもまつり　鱧　祭

県指定
所在地：宮ノ前

市指定
所在地：沢田

波々伯部神社に伝えられた祭礼
操り人形は「おやまの神事」と呼
ばれ、中世的雰囲気を色濃く残す
伝承芸能として知られている。
6年に一度、辰年と戌年に行わ

れ、境内に組み立てられた「胡瓜
きゅうり

山
やま

」と呼ばれる屋台の上で、操り
人形「デコノボウ」を演じ物に合
わせて操る。演目は「高砂」「道成
寺」「愛宕山」「田原藤太」等が残
り、宮年寄がおやまの上で胴串だ
けの単純な造りの人形を舞わす。
デコノボウが文楽、人形浄瑠璃
に使用する人形の粗形と見られる
ことや、屋台上で演じられること、
また謡曲が古式であることから、
中世的色彩を留めた貴重な民俗芸
能とされる。

沢田八幡神社の祭礼に行われ
る、大蛇退治を模した神事であ
る。往古に、付近にあった沼沢
地を開拓した偉人の徳を称え、
伝承されてきたものと言われ
る。
前沢田、北沢田の両集落にあ
っておとう（宮当番）に当たっ
た家では、各々古式に則った珍
味を用意し、舞台を整え、大蛇
になぞらえた鱧を引き出し実際
斬り付けて退治の真似事をす
る。周囲の諸役人は戸や障子を
叩いたり滑稽な表情を作ったり
して、この神事を大仰な所作で
盛り上げる。柳田国男の「日本
の祭」にも取り上げられた奇祭
である。

ほおかべじんじゃ
おやまのしんじ


